
慈
覚
大
師
伝
に
み
え
る

五
台
山
念
仏
移
入

の
記
事
に
つ
い
て

奈

良

弘

元

山
の
念

仏
の
起
源
を
、
円
仁
に
よ
る
五
台
山
念
仏
三
昧
之
法
の
移
入

に
求
め
、

さ
ら
に
、
山
の
念
仏
の
起
源
を
も

つ
て
、
叡
山
浄
土
教
の
始

(
1
)

ま
り
と
み
る
説
は
、
多
く
の
学
者
に
よ
つ
て
受
け
容
れ
ら
れ
て
、
ほ
ぼ

(2
)

定
説
化
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ

の
因

つ
て
来
た
る
根
拠

は
、
偏
に
、
慈
覚
大
師
伝
の
記
事
に
存
す
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

同
伝
に
、

「仁
寿
元
年
、
移
五
台
山
念
仏
三
昧
之
法
、
伝
授
諸
弟
子
等
、

(3
)

始
修
常
行

三
昧
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

筆
者
は
、
山
の
念
仏
の
起
源
を
円
仁

の
五
台
山
念
仏
移
入
に
求
め
、

も

つ
て
叡

山
浄
土
教
の
源
流
と
す
る
説
に
対
し
て
、
大
い
に
疑
問
を
感

ず
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
疑
問
点
を
若
干
指
摘
し
て
み
た
い
。

二

慈
覚
大
師
伝
は
円
仁
の
誕
生
か
ら
始
ま
つ
て
、
円
仁
死
後
の
延
喜
十

六
年
に
、
阿
弥
陀
仏
像
を
作
り
、
金
光
明
経
を
書

写
し
て
大
師
の
本
房

に
安
置
供
養
す
る
、
と
い
う
記
事
で
終

つ
て
い
る

が
、
特
に
、
承
和
十

四
年
に
唐
よ
り
帰
朝
後
、
貞
観
六
年
遷
化
ま
で
の
円
仁

の
事
績
の
う
ち

で
、
「
伝
う
」
「行
う
」
「作
る
」
と
い
つ
た
類
の
記
事
を
み
る
と
、
史
実

と
し
て
の
確
証
性
に
乏
し
い
も
の
、
も
し
く
は
不
明
な
も
の
が
か
な
り

あ

る
。
「
去
年

(嘉
祥
元
年
)
秋
冬
、
造
胎
蔵
曼

茶
羅

一
輔
」
「
今

(嘉

祥
二
年
)
春
、
始
図
金
剛
界
曼
茶
羅
像
」
「
(嘉
祥
三
年
三
月
)
始
十

五
日

迄
十
八
日
、
転
読
大
般
若
」
「
(仁
寿
四
年
十

一
月
)
制
作
天
台
大
師
供
祭

文
及
次
第
式
」
「
(斉
衝
三
年
)
七
月
十
六
日
、
習
五
台
山
竹
林
寺
之
風
、

行
浄
土
院
廟
供
事
」
「(貞
観
)
二
年
、
以
安
楽
行

晶
伝
法
華
堂
」
「
(同
)

四
月
、
始
行
供
仏
舎
利
会
」

の
七
件
は
史
実
と
し
て
の
確
証
性
に
乏
し

い
も
の
、
も
し
く
は
不
明
な
も

の
で
あ
る
。
確
証
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
も
の
ば
、

嘉
祥
二
年
五
月
の
延
暦
寺
に
お
け
る
灌
頂
の
厳
修

(三
代

実
録
に
も
あ
る
)
、
年
代
に
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
斉
衝
二
年
と
伝
え

ら
れ
る
蘇
悉
地
経
疏
の
作
成
、

同
b
K
、
貞
観
二
年
六
月
と
あ
る
顕
揚

慈
覚
大
師
伝

に
み
え
る
五
台
山
念
仏
移
入

の
記
事

に
つ
い
て
 
(奈

良
)
 

二
七

三
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慈
覚
大
師
伝

に
み
え
る
五
台

山
念
仏
移
入

の
記
事

に

つ
い
て
 
(
奈

良
)
 

二
七
四

大
戒
論
の
作
成
、

の
三
件
の
み
で
あ
る
。

し
た
が

つ
て
、
円
仁
が
唐
か
ら
帰
朝
後
、

入
滅
ま
で
の
事
績

の
う
ち

で
、
円
仁

の
行
業
を
伝
え
る
記
事
は
、
そ
の
史
的
確
証
性

に
乏
し
い

か
、
も
し
く
は
不
明
な
も
の
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ

う
。

こ
の
点
か
ら
、
筆
者
は
、
「仁
寿
元
年
、
移
五
台
山
念
仏

三
昧
之

法
、
伝
授

諸
弟
子
等
、
始
修
常
行
三
昧
」
の
記
事
に
、
ま
ず
首
を
か
し

げ
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
慈
覚
大
師
伝
の
記
事
は
、
何
年
何
月
何
日
と
あ
る
も
の
、

何
年
何
月
と
あ
る
も
の
、
何
年
の
春
夏
秋
冬

と
あ
る
も
の
、
そ
し
て
何

年
と
だ
け

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
の
四
通
り
で
あ
る
が
、
問
題

の
五
台
山
念
仏
移
入
の
記
事
と
同
様
に
何
年
と
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
い

癒
い
記
事
を
み
る
と
、
在
唐
中

の
記
事
を
除
い
て
、
「
弘
仁
五
年
、
官

試
及
第
」
「
天
長
五
年
、
強
出
山
門
」
「承
和
二
年
、
朝
家
有
遣
唐
使
之

議
云
々
」
「
仁
寿
元
年
、
国
家
修
仁
王
会
云

」々
「貞
観
元
年
、
仁
王
会
」

「
同
二
年
、
以
安
楽
行
品
伝
法
華
堂
」
「
同
三
年
、
以
台
山
霊
石
埋
其

五
方
始
作
件
楼
」
「同
四
五
両
年
、
頻
請
大
師
云
々
」
の
八
件
、
並
び
に
、

「年
及
九
歳
、
従
其
兄
学
経
史
」
「数
歳
之
後
、

渉
諸
部
、

遍
悟
大
旨
」

の
二
件
の
計
十
件
は
史
実
と
し
て
不
明
も
し
く
は
確
証
性
の
低
い
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
延
暦
十
三
年
、
大
師
誕
生
」
「
大
同
三
年
、

登
叡
山
、
付
属
先
師
」
「
弘
仁
七
年
、
東
大
寺
受
且
ハ足
戒
」
「
年
及
四
十
、

結
艸
為
奄
」
「斉
衡
二
年
、
作
蘇
悉
地
経
疏
七
巻
」
の
五
件
は
、
ほ
ぼ

是
認
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
つ
て
、
こ
の
点
か
ら
も
、

「
仁
寿
元
年
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
五
台

山
念
仏
移
入

の
記
事

は
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

三

仁
寿
元
年
に
円
仁
が
五
台
山
念
仏
三
昧
之
法
を
移
入
し
た
と
す
る
記

録
は
、
叡
岳
要
記

・
山
門
堂
舎
記

・
日
本
高
僧

伝

要
文
抄

・
明
匠
略

(
4
)

伝

・
元
亨
釈
書
な
ど
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
、
慈
覚
大
師

伝
よ
り
約
四
十
年
早
い
延
喜
元
年
の
成
立
で
あ
る

『
日
本
三
代
実
録
』

は
、
円
仁
の
行
業
を
伝
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
念
仏
移
入
の
記

事
は
載
つ
て
い
な
い
し
、
「念
仏
は
慈
覚
大
師

の
も
ろ
こ
し
よ
り
伝

え

て
」
云
々
と
、
円
仁
の
念
仏
移
入
を
伝
え
、
山
の
念
仏
を
紹
介
し
て
い

(5
)

る

『
三
宝
絵
詞
』
(永
観
二
年
成
立
)
に
も
、
仁
寿
元
年
と
明
示
さ
れ
て

い
な
い
。
同
じ
く
永
観
二
年
成
立
の

『
日
本
往
生
極
楽
記
』
に
も

「
承

和
十
四
年
帰
朝
、
弥
陀
念
仏
法
華
繊
法
灌

頂
舎

利
会
等
、
大
師
所
伝

(6
)
也
」
と
あ
る
が
、
年
時
の
明
示
が
な
い
。

さ
ら
に
、
『
一
代
要
記
』
に
は

「
仁
寿
元
年
辛
未
四
月
二
十

八
日
、

(
7
)

改
元
、
依
御
即
位
也
噛
建
総
持
院
、

二
年
壬
中
、

始
常
行
三
昧
」
と
あ

つ
て
、
「移
五
台
山
念
仏
三
昧
之
法
」
と
は
な
い
が
、
仁
寿

元
年

で
は

な
く
仁
寿
二
年
に
常
行
三
昧
を
始
め
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
年
時
の

上
で
相
違
を
み
せ
て
い
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
も
、
仁
寿
元
年
の
念
仏
移
入

の
記
事
に
は
、
疑

い

が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、
仮
に
百
歩
譲
つ
て
、
仁
寿
元
年
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に
五
台
山
念
仏
が
移
入
さ
れ
、
常
行
三
昧
が
始
修
さ
れ
た
と
し
て
、
そ

れ
で
は
な
ぜ
、
仁
寿
元
年
ま
で
始
修
が
待
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

た
の
か
。
す
な
わ
ち
、
承
和
十
四
年
九
月
に
帰
朝
し
、
翌
十

五
年

(嘉

(
8
)

祥
元
年
)
帰
山
し
た
円
仁
は
、
直
ち
に
、
叡
山
に
常
行
三
昧

堂
を
建
立

(9
)

し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
嘉
祥
元
年
の
常
行
三
昧
堂
建
立
が
史
実
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
仁
寿
元
年
の
常
行
三
昧
の
始
修
ま
で
三
ヶ
年
間

の
空
白
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
疑
念
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

四

さ
ら
に
、
『
僧
綱
補
任
抄
出
』
上

に
は

「
仁
寿
元
年
辛
未
…
…
八

月

慈
覚
大
師
移
五
台
山
之
常
行
三
昧
於
本
朝
之
天
台
山
捻

持
院
、
始
修

(10
)
之
」
と
あ

つ
て
、
仁
寿
元
年
八
月
と
明
示
し
、
し
か
も
総
持
院
で
初
め

て
こ
れ
を
修
す
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
『
山
門
堂
舎
』
に
は

「
始
自
仁
寿
三
年
至
貞
観

四
年

十
ヶ

(
1
1
)

年
所
造
立
也
」
と
あ
り
、
『
九
院
仏
閣
抄
』
に
も
同
様

の
記
載
が
あ

っ

(12
)て
、
仁
寿

元
年
八
月
に
は
、
ま
だ
、
総
持
院
が
建
立
さ
れ
て
い
な
か
つ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
『叡
岳
要
記
』
に
は

「
仁
寿

元
年
初

(
13
)

建
立
捻
持
院
」
と
あ
る
が
何
月
か
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
初
度
の
総
持

(
14
)

院
供
養
は
仁
寿
元
年
の
十
二
月
三
十
日
と
細
注
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み

て
、
仁
寿
元
年
八
月
の
総
持
院
に
お
け
る
常
行
三
昧
始
修
の
可
能
性
は

薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
『
慈
覚
大
師
伝
』
に
は

「
詔
日
、
朕
特
発

心
願
、
於
彼
峰

建
立
総
持
院
、
興
隆
仏
法
、
九
月
、
又
詔
日
、
錐
未
建
立
道
場
、
而
択

(15
)

二
七
僧
、
具
修
件
法
焉
、
総
持
院
置
十
四
僧
、
自
此
而
始

」
と
あ

つ

て
、
文
章
の
前
後

の
関
係
か
ら
み
て
、
嘉
祥
三
年
九
月
に
は
ま
だ
総
持

院
が
建
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
仁
寿

元
年
八
月
ま
で
の
建
立
を
否
定
す
る
史
料
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
も
、

(16
)

し
か
し
、
そ
の
建
立
を
立
証
す
る
史
料
と
も
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
円
仁
に
よ

つ
て
仁
寿
元
年

に
五
台
山
念
仏
三
昧

の
法
が
移
入
さ
れ
、
初
め
て
常
行
三
味
が
修
さ
れ
た
と
す
る

『
慈
覚
大

師
伝
』
の
記
事
は
、

1
、
慈
覚
大
師
伝
そ
の
も
の
の
内
容
か
ら
み
て
も

疑
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、

2
、
『
慈
覚
大
師
伝
』
よ
り
成

立

の
早

い

『
三
代
実
録
』
や
、
比
較
的
成
立
の
早
い

『
三
宝
絵
詞
』
『
日
本
往

生
極
楽
記
』
な
ど
に
そ
の
記
録
が
存
し
な
い
こ
と
、
3
、
成
立
は
遅
れ

る
が

『
一
代
要
記
』
に
は
仁
寿
二
年
と
あ
つ
て
そ

の
伝
承
が
異
な
る
こ

と
、
仮
に
、
仁
寿
元
年
に
移
入
さ
れ
た
と
し
て
、
そ
の
修
さ
れ
た
場
所

を

『
僧
綱
補
任
抄
出
』
に
い
う
総
持
院
も
し
く
は
捻
持
院
と
す
る
と
、

4
、
『
山
門
堂
舎
』
『
九
院
仏
閣
抄
』
に
あ
る
同
院
建
立
の
時
期
と
相
違

す
る
し
、
5
、
『
慈
覚
大
師
伝
』
『
叡
岳
要
記
』
の
記
事
か
ら
も
、

そ
れ

が
立
証
さ
れ
な
い
、
な
ど
の
理
由
に
よ
つ
て
、
史
実
と
し
て
極
め
て
疑

わ
し
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
五
台
山
念
仏

あ
る
い
は
山
の
念
仏
が
始
修
さ
れ
た
時
期
は
何
時
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

1
 
例
え
ば
薗
田
香
融
氏

「山
の
念
仏
」
(藤
島
・
宮
崎
編

『
日
本
浄
土
教

慈
覚
大
師
伝

に
み
え
る
五
台
山
念
仏
移
入

の
記
事

に

つ
い
て
 
(
奈

良
)
 

二
七
五
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慈
覚
大
師
伝

に
み
え
る
五
台
山
念
仏
移
入
の
記
事
に

つ
い
て
 
(
奈

良
)
 

二
七
六

史

の
研
究
』
昭
和

四
四
年

・
平
楽
寺
書
店
)
井
上
光
貞
氏

『
日
本
古
代

の

国
家

と
仏
教
』

(昭
和

四
六
年

・
岩
波
書
店
)
大
野
達
之

助

氏

『
上
代

の

浄
土
教
』

(昭
和

四
七
年

・
吉
川
弘
文
館
)
な
ど
。

2
 
普
賢
晃
寿
氏

は

「
日
本
天
台

の
浄
土
教
は
円
仁

に
よ
る
中

国

の
法

照
流

念
仏

の
移
植

を
直
接

の
起
源

と
す

る
こ
と
は
学
者

の
み
と
め
る
と
こ
ろ

で

あ
る
」

(『
日
本
浄
土
教
思
想
史
研
究
』
昭
和
四
七
年

・
永
田
文
昌
堂

・
四

八
頁
)

と
い
い
き
つ
て
い
る
。

3

『
続
群
書
類
従
』
第

八
輯
下

・
六
九

二
頁
。

4

『
叡

岳
要
記
』
『
山
門
堂
舎
』

に
は
、
「
始
修
常
行

三

昧
」

が

「
始

修

弥

陀
念
仏
」

と
あ

る
(
『
群
書
類
従
』
第

一
六
輯

・
五
二
五
頁
、

五
九
五
頁
)
。

5
 
巻
下

(
大
日
本
仏
教
全
書
、

一
一
一
)
、「
比
叡
不
断
念
仏
」

の
項
。

6

『
新
校
群
書
類
従
』
第

三
巻

・
七
二
六
頁
。

7

『
新
訂
増
補
、

史
籍
集
覧
』
公
家
部

・
年
代
記
編
日

・
一
〇

一
頁
。

8

『
三
代
実
録
』
巻
八

に
は

「
承
和
十
四
年
九
月
還
此

土
」

(『
新

訂

増

補

国
史
大
系
』
第
四
巻
、

一
二
六
頁
)
と
あ
り
、
『
慈
覚
大
師
伝
』

に
は

「
秋

九
月
、

得
著
太
宰
府
、
…
…
我

朝
承
和
十
四
年
也
、
…
…
嘉

祥
元
年
春
、

奉
詔
入
京
、

即
登
本
山
」
(『
続
群
書
類
従
』
第

八
輯
下
、

六
九

三
頁

)

と

あ
る
。

9

『
叡
岳
要

記
』
『
山
門
堂
舎
』

に

「
大
師
承
和

五
年
入
唐
、

同
十
五
年
帰

山
、
新
建

立
常
行

三
昧

堂
」
(
同
前
)

と
あ
る
。

10

『
新
校
群
書
類
従
』

第
三
巻
、

二
二
七
頁
。

11
 
同
前
、

五
三
〇
頁
。

12
 
同
前
、

六
六
七
頁
。

13

・
14
 

同
前
、

五
八
八
頁
。

15
 
同
前
、

六
九
二
頁
。

16
 
総
持
院

の
建
立

に
関
し
て
、
池

山

一
切
円
氏
は
そ
の
論
文

「法

華
総
持

院
に

つ
い
て
」

で
次

の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。

「
山
門
堂
舎
記

等

の
四
記

録
書

(
山
門
堂
舎
記

・
叡
岳
要
記

・
三
塔

諸
寺
縁
起

・
九
院
仏
閣

抄
を
指

す

〔筆
者
注
〕
)

は
、
総
持
院

の
造

営
を

一
様
に

仁
寿

三

年

(
八
五
三
)

よ
り
始

ま
り
貞
観
四
年

(
八
六
二
)

ま

で
の
十

ケ
年
を
要

し
た
と
記
し

て

い
る
。
宝
塔
、

真
言
堂
、
灌

頂
堂
、

廻
廊
、

楼
門
、
等

を
擁
す
る
大
伽
藍

造
営

の
完
全

な
る
完
成

に
は
十
年
位

の
歳
月
を
要

し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は

肯

け
る
の
で
あ

る
。
然

し
仁
寿
三
年
始

工
云
云

の
年
号

は
そ
の
ま
ま
信
ず

る

こ
と
が
出
来

る
で
あ

ろ
う
か
。
…
…
建

立

の
詔
勅
が
下

り
た
の
は
嘉
祥

三
年

(
八
五
〇
)
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
間

で
あ
り
、
…
…
引

続
き
敷
地

検
分
ま
で
行

つ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、

三
年

も
間
を
置

い
て
始

め
て
工

事

に
取
り
か
か

つ
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
建
立
詔
勅

の
下
り
た
嘉
祥

三
年

に
直
ち
に
造
り
始

め
る
の
は
無
理

と
し
て
も
、

翌
年

の
仁
寿
元
年

(
八
五

一
)
に
は
本
格
的

に
工
事
を
始

め
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
…
…
仁

寿
元
年

始

工
と
し
て
そ
の
二
年
後

の
仁
寿
三
年

に
は
、
改

め

て
総

持
院

の
燈

分

油
、

僧
供
、
雑
色

五
人
料

の
官
符

が
下

つ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
こ

の
仁
寿

三
年
に
熾

盛
光
を
修
す

べ
き
真
言

堂
が
先
ず
完

成
し
て
こ
の
堂
に
て
熾
盛

光
法
が
専
ら
修
せ
ら
れ
始

め
た
の
を
意
味

す
る

の
で
あ

ろ
う
」
(
福

井

康

順
編

『
慈
覚
大
師

研
究
』

三
〇

四
-
五

頁
)

と
。

し
た
が

つ
て
、
仁
寿

元

年

八
月
に
総
持
院

に
お
い
て
常
行

三
昧

が
始
修
さ
れ
た
と
す
る

『
僧
綱
補

任
抄
出
』

の
記
事

は
否
定

さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
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